アムハースト要塞

17世紀末、オランダにメドウェイ川を遡上攻撃され、慌てた英国がチャタムを防衛するために作った要塞の跡です。ナポレオン戦争末期まで建設され続けました。白亜の岩をくり貫いた洞窟要塞です。考古学者たちは目下、この要塞をヨーロッパ随一の19世紀時代の要塞の実物見本とするために修復作業を進めています。
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アップナー城

メドウェイ川岸の城で、エリザベス一世の命でチャタム海軍基地防衛のために建造されましたが、あまりその役目は果たせなかったようです。城壁にオランダ艦隊の1667年オランダ艦隊ロイター提督に攻撃された時の砲丸の跡が残っています。
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　　　　　メドウェイ川から見るアップナー城
Rochester　(ローチェスター)

ローチェスター城

ローチェスター城は英国におけるノルマン様式の軍事用建築物としては最上級のもので、ローチェスター橋近くのローマ式要塞の遺跡の上に建てられており、征服王ウィリアムに仕えた建築家ガンダルフ司教によって設計されたものです。城からはメドウェイ川、対岸のストゥルードの町並み、なだらかな丘陵等、美しい眺めを楽しめます。現在は廃墟のようになっていますが、毎日一般公開されています。夏はここで野外コンサートが開かれます。
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ローチェスター城

ローチェスターカテドラル　（大聖堂）

英国で二番目に古いこの大聖堂は604年に建てられ、1080年にガンダルフ司教によって増築されて現在の姿になりました。増築のために、ノルマン建築様式とゴシック建築様式がミックスした聖堂で、ソロモン王とシバ女王の姿を模したと言われる像で出来た英国でも唯一の珍しい西玄関口をはじめ、ユニークな特色に溢れています。www.rochestercathedral.org
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   　　ローチェスターカテドラル（大聖堂）

ギルドホール博物館

中世には市庁舎であった建物は今は石器時代から現代に至るまでの、メドウェイ市の歴史が勉強できる博物館になっています。また、展示物にはディッケンズ・ギャラリーも含まれています。
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